
⚫ 肝細胞癌
解析対象： 31 症例（2019年4月～2023年5月に陽子線治療を実施）

経過観察期間：全症例の中央値 1.8 年（0.5-5.4年），生存者の中央値 2.0 年（1.2-5.4年）

年齢中央値：83 歳，最大腫瘍径中央値：5.3 cm（範囲：1.3-21.5 cm）

陽子線治療関連性を否定できない CTCAE Grade 3 以上の重篤な有害事象発生数：2 例の肝機能障害（6.5％）

1 年 96.7% [95%CI 90.6-100]
2 年 96.7% [95%CI 90.6-100]

照射部無再発率 全生存率

（年） （年）

1 年 83.9%  [95%CI: 70.9-96.8]
2 年 61.8%  [95%CI: 42.5-81.2]
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